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文
化
財
学
科
で
卒
研
発
表 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学

部
文
化
財
学
科
の
平
成
十
八
年

度
卒
論
発
表
会
は
二
月
三
日
、

２
号
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

学
生
四
十
一
人
が
一
人
十
五

分
の
持
ち
時
間
で
演
壇
に
立

ち
、
縄
文
時
代
か
ら
近
代
ま
で

の
政
治
や
文
化
、
自
然
環
境
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
だ
テ
ー
マ
に 

つ
い
て
研
究 

し
た
内
容
を 

発
表
し
ま
し 

た
。
パ
ソ
コ 

ン
画
面
を
投 

影
し
て
分
か 

り
や
す
く
説 

明
す
る
学
生 

＝
写
真
上
＝

も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

東
高
校
運
動
部
冬
期
研
修 

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
第
四
回

運
動
部
冬
期
合
同
研
修
は
二
月

三
日
、４
号
館
講
堂
で
行
わ
れ
、

大
学
陸
上
部
コ
ー
チ
で
、
バ
ル

セ
ロ
ナ
五
輪
陸
上
競
歩
日
本
代

表
の
板
倉
美
紀
職
員
が
「
夢
に

再
挑
戦
」
と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
＝
写
真
左
＝
。
板
倉
さ
ん

は
五
輪
出
場
直
後
に
交
通
事
故

に
遭
っ
て
競
技
者
と
し
て
は
再 

起
不
能
と
い 

わ
れ
な
が
ら 

復
活
し
た
歩 

み
を
振
り
返 

り
「
日
々
の 

積
み
重
ね
が 

目
標
達
成
に 

つ
な
が
る
」 

と
話
し
ま
し 

た
。 

 
金沢学院短期大学の一般入試 

 

で
学
び
ま
し
た
。
日
本
で
は
最

近
飲
酒
運
転
に
よ
る
痛
ま
し
い

交
通
死
亡
事
故
が
増
え
、
厳
し

く
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
参
加
者
が
四
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

で
し
り
と
り
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま

し
た
。
日
本
語
を
習
い
た
て
の

大
連
理
工
大
の
学
生
も
懸
命
に

単
語
を
思
い
出
し
て
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

 

陶
芸
コ
ー
ス
の
卒
業
作
品
に
見

入
る
教
授
陣 

 
 

＝
６
号
館 

 
金沢学院大学の一般入試 

大
学
、
短
大
、
東
高
校
で
一
般
入
試 

３
年
ぶ
り 

施
設
見
学
、
交
流
会
も 

 

初
日
の
三
日
は
図
書
館
な
ど

施
設
を
見
学
し
、
四
日
は
文
学

部
の
学
生
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
形
式
で
交
流
し
ま
し
た
。
交

通
事
情
の
討
論
で
は
、
交
通
標

識
の
意
味
な
ど
を
ク
イ
ズ
形
式 

 
金沢学院東高校の一次試験 

互
い
の
生
活
や
文
化
理
解 

 

食
物
栄
養
学
科
が
２
倍
超
の
人
気 

大連理工大学から 
日本語学部生来訪 

 

金
沢
学
院
大
学
、
金
沢
学
院

短
期
大
学
の
一
般
入
試
Ａ
日
程

は
一
月
三
十
一
日
か
ら
二
月
二

日
ま
で
、
金
沢
学
院
東
高
校
の

一
次
試
験
は
一
月
二
十
九
日
に 

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、筆
記
試
験
、

実
技
試
験
、
面
接
な
ど
に
臨
み

ま
し
た
。 

 

こ
の
う
ち
短
大
食
物
栄
養
学

科
で
は
、
募
集
人
員
の
二
倍
を 

超
え
る
受
験
生
が
集
ま
り
、
生

徒
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
問
題

に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
合
格
者
は
、東
高
校
が
二
日
、

短
期
大
学
が
三
日
に
発
表
さ

れ
、
大
学
は
八
日
に
発
表
さ
れ

る
予
定
で
す
。 

 

金
沢
学
院
大
学
と
友
好
協
定

を
結
ん
で
い
る
中
国
・
大
連
理

工
大
学
の
教
員
・
学
生
が
二
月

三
日
、
四
日
、
本
学
を
訪
れ
、

施
設
見
学
や
学
生
同
士
の
交
流

会
で
、
互
い
の
国
や
地
域
の
生

活
や
文
化
な
ど
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。 

 

訪
れ
た
の
は
大
連
理
工
大
日

本
語
学
部
の
林
楽
青
副
学
部
長

ら
教
員
二
人
と
学
生
十
二
人
。 

卒
業
・
修
了
制
作
に
厳
し
い
目 

美
術
工
芸
学
科
・
専
攻
科
で
審
査
会 

 
講評を受ける日本画コースの学生 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学

部
美
術
工
芸
学
科
と
専
攻
科
美

術
工
芸
専
攻
生
の
卒
業
・
修
了

制
作
単
位
認
定
審
査
会
は
二
月

三
日
、
６
号
館
で
行
わ
れ
、
洋

画
の
村
田
省
蔵
教
授
、
日
本
画

の
中
路
融
人
教
授
を
は
じ
め
と

す
る
教
員
が
、
三
十
三
人
の
作

品
に
つ
い
て
講
評
し
、
仕
上
げ 

に
向
け
て
指
導
し
ま
し
た
。 

 

初
め
に
学
生
が
作
品
の
狙
い

や
表
現
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明

し
、
教
員
か
ら
質
問
を
受
け
ま

し
た
。
人
物
画
で
は
、
足
の
向

き
や
背
景
色
と
の
調
和
な
ど
に

つ
い
て
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

互いの生活や文化について理解を深める金沢学 
院大学と大連理工大学の学生    ＝３号館 
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